
(57)【要約】
【構成】　ウレアーゼ活性を阻害し得る界面活性剤を含有することを特徴とする防臭剤、
ウレアーゼ活性を阻害し得る界面活性剤を吸水材に含有させることを特徴とする防臭材、
ウレアーゼ活性を阻害し得る界面活性剤を使用することを特徴とする防臭方法。
【効果】本発明は、ウレアーゼ活性を阻害することにより胃潰瘍などの原因などを抑制す
る界面活性剤を提供することができる。また、し尿などから発生するアンモニア等による
悪臭の発生を予防することにより、防臭できる防臭剤、防臭材、及び防臭方法を提供する
ことができる。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ウ レ ア ー ゼ 活 性 を 阻 害 し 得 る 界 面 活 性 剤 。
【 請 求 項 ２ 】
界 面 活 性 剤 が 、 ア ニ オ ン 性 界 面 活 性 剤 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 界 面 活 性
剤 。
【 請 求 項 ３ 】
ア ニ オ ン 性 界 面 活 性 剤 が 、 ス ル ホ ン 酸 型 又 は 硫 酸 エ ス テ ル 型 界 面 活 性 剤 で あ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 界 面 活 性 剤 。
【 請 求 項 ４ 】
ス ル ホ ン 酸 型 又 は 硫 酸 エ ス テ ル 型 界 面 活 性 剤 が ポ リ ス チ レ ン ス ル ホ ン 酸 で あ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 界 面 活 性 剤 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ な い し 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の ウ レ ア ー ゼ 活 性 を 阻 害 し 得 る 界 面 活 性 剤 を 含
有 す る こ と を 特 徴 と す る 防 臭 剤 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 １ な い し 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の ウ レ ア ー ゼ 活 性 を 阻 害 し 得 る 界 面 活 性 剤 を 吸
水 材 に 含 有 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 防 臭 材 。
【 請 求 項 ７ 】
吸 水 材 が 、 吸 水 性 樹 脂 及 び ／ 又 は 吸 水 性 パ ル プ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の
防 臭 材 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 １ な い し 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の ウ レ ア ー ゼ 活 性 を 阻 害 し 得 る 界 面 活 性 剤 を 使
用 す る こ と を 特 徴 と す る 防 臭 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ウ レ ア ー ゼ 活 性 を 阻 害 し 得 る 界 面 活 性 剤 、 防 臭 剤 、 防 臭 材 、 及 び 悪 臭 成 分 を
防 臭 す る 方 法 に 関 す る 技 術 に 関 し 、 特 に 、 ヒ ト や ペ ッ ト な ど の し 尿 な ど の 悪 臭 を 防 臭 す る
技 術 及 び ウ レ ア ー ゼ 活 性 を 阻 害 す る こ と に よ り 胃 潰 瘍 な ど の 原 因 な ど を 抑 制 す る 技 術 に 関
す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
近 年 、 生 活 環 境 に お け る 様 々 な 臭 気 が 問 題 に な っ て い る 。 特 に ヒ ト や 室 内 で 飼 わ れ る ペ ッ
ト の し 尿 か ら 発 生 す る ア ン モ ニ ア の 臭 気 は 刺 激 臭 で あ る こ と か ら 、 ア ン モ ニ ア の 臭 気 を 効
果 的 に 低 減 さ せ る 方 法 が 望 ま れ て い る が 、 効 果 的 に 低 減 す る 防 臭 技 術 は ほ と ん ど な か っ た
。
【 ０ ０ ０ ３ 】
代 表 的 な ウ レ ア ー ゼ 阻 害 剤 で あ る 塩 化 亜 鉛 は 変 異 原 性 が あ る こ と が 知 ら れ て お り 、 小 核 試
験 や Ａ ｍ ｅ ｓ 試 験 で 陽 性 と な っ て い る た め 、 多 量 に 使 用 す る こ と は 好 ま し く な い と 考 え ら
れ て い る 。
同 様 に 、 抗 菌 剤 を 用 い て 悪 臭 を 発 生 す る 細 菌 を 殺 菌 し た り 、 細 菌 の 活 動 を 抑 制 し て も 、 既
に 存 在 し て い る 酵 素 の 活 性 や 悪 臭 を 抑 制 す る こ と は で き な い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
多 く の 界 面 活 性 剤 は 、 プ ロ テ ア ー ゼ や ア ミ ラ ー ゼ を 変 性 す る こ と に よ り 酵 素 活 性 を 阻 害 す
る も の が あ る こ と が 知 ら れ て い る 。 し か し 、 特 定 の 界 面 活 性 剤 は ウ レ ア ー ゼ の 酵 素 活 性 に
ほ と ん ど 影 響 を 与 え ず 、 む し ろ 酵 素 活 性 を 長 期 に わ た り 安 定 化 す る こ と が 知 ら れ て い る （
例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ２ ５ ３ １ ９ ９ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
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　 　 ま た 、 最 近 ヘ リ コ バ ク タ ー 　 ピ ロ リ が 、 胃 炎 、 十 二 指 腸 潰 瘍 の 原 因 で あ る こ と が 明 ら
か に さ れ て き て い る 。 ヘ リ コ バ ク タ ー 　 ピ ロ リ は 強 い ウ レ ア ー ゼ 活 性 を 有 し 、 胃 の 中 に 存
在 す る 尿 素 を ア ン モ ニ ア に 分 解 し て 胃 酸 を 中 和 す る こ と で 胃 の 中 で の 生 育 を 可 能 に し 、 ま
た ア ン モ ニ ア は 胃 の 粘 膜 に 障 害 を 与 え る と 考 え ら れ て い る 。 こ の よ う な 背 景 か ら 、 ウ レ ア
ー ゼ 活 性 阻 害 剤 を 治 療 薬 と し て 使 用 す る こ と が 提 案 さ れ 使 用 さ れ て い る が 、 そ の 効 果 は 十
分 な も の で は な く 、 有 効 な 治 療 薬 の 開 発 が 望 ま れ て い た 。 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 ）
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ７ ５ ６ ９ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は 、 ウ レ ア ー ゼ 活 性 を 阻 害 す る こ と に よ り 胃 潰 瘍 な ど の 原 因 な ど を 抑 制 す る 界 面 活
性 剤 、 さ ら に し 尿 な ど か ら 発 生 す る 悪 臭 を 予 防 し て 防 臭 で き る 防 臭 剤 、 防 臭 材 、 及 び 防 臭
方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 者 ら は 、 上 記 課 題 を 解 決 す べ く 鋭 意 研 究 を 行 っ た 結 果 、 胃 潰 瘍 な ど の 原 因 な ど を
抑 制 す る の に 優 れ た ウ レ ア ー ゼ 活 性 を 阻 害 し 得 る 界 面 活 性 剤 を 見 出 し 、 ウ レ ア ー ゼ 活 性 を
阻 害 し 得 る 界 面 活 性 剤 を 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 防 臭 剤 を 用 い る こ と で 防 臭 で き る 防 臭
材 、 及 び 防 臭 方 法 を 見 い だ し 、 本 発 明 を 完 成 す る に 至 っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 は 、 　
（ １ ） ウ レ ア ー ゼ 活 性 を 阻 害 し 得 る 界 面 活 性 剤 、
（ ２ ） 界 面 活 性 剤 が 、 ア ニ オ ン 性 界 面 活 性 剤 で あ る 前 記 （ １ ） の 界 面 活 性 剤 、
（ ３ ） ア ニ オ ン 性 界 面 活 性 剤 が 、 ス ル ホ ン 酸 型 又 は 硫 酸 エ ス テ ル 型 界 面 活 性 剤 で あ る 前 記
（ ２ ） の 界 面 活 性 剤 、
（ ４ ） ス ル ホ ン 酸 型 又 は 硫 酸 エ ス テ ル 型 界 面 活 性 剤 が ポ リ ス チ レ ン ス ル ホ ン 酸 で あ る 前 記
（ ３ ） の 界 面 活 性 剤 、
（ ５ ） 前 記 （ １ ） な い し （ ４ ） の い ず れ か の ウ レ ア ー ゼ 活 性 を 阻 害 し 得 る 界 面 活 性 剤 を 含
有 す る 防 臭 剤 、
（ ６ ） 前 記 （ １ ） な い し （ ４ ） の い ず れ か の ウ レ ア ー ゼ 活 性 を 阻 害 し 得 る 界 面 活 性 剤 を 吸
水 材 に 含 有 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 防 臭 材 、
（ ７ ） 吸 水 材 が 、 吸 水 性 樹 脂 及 び ／ 又 は 吸 水 性 パ ル プ で あ る 前 記 （ ６ ） の 防 臭 材 、
（ ８ ） 前 記 （ １ ） な い し （ ４ ） の い ず れ か の ウ レ ア ー ゼ 活 性 を 阻 害 し 得 る 界 面 活 性 剤 を 使
用 す る 防 臭 方 法 、
を 提 供 す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 は 、 ウ レ ア ー ゼ 活 性 を 阻 害 す る こ と に よ り 胃 潰 瘍 な ど の 原 因 な ど を 抑 制 す る 界 面 活
性 剤 を 提 供 す る こ と が で き る 。 ま た 、 し 尿 な ど か ら 発 生 す る ア ン モ ニ ア 等 に よ る 悪 臭 の 発
生 を 予 防 す る こ と に よ り 、 防 臭 で き る 防 臭 剤 、 防 臭 材 、 及 び 防 臭 方 法 を 提 供 す る こ と が で
き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
ウ レ ア ー ゼ 活 性 を 阻 害 し 得 る 界 面 活 性 剤 と し て は 、 ウ レ ア ー ゼ 活 性 を 阻 害 し 得 る 界 面 活 性
剤 で あ れ ば よ く 、 具 体 的 に は 、 疎 水 性 原 子 団 （ 例 え ば 、 炭 素 数 ８ ～ ２ ０ の パ ラ フ ィ ン 鎖 並
び に そ の 誘 導 体 な ど ） と 親 水 性 原 子 団 （ 例 え ば 、 ア ニ オ ン 性 基 、 カ チ オ ン 性 基 な ど ） か ら
構 成 さ れ て い て 、 両 原 子 団 の 間 に 適 当 な バ ラ ン ス （ Ｈ Ｌ Ｂ ： Hydrophile Lipophile Balan
ce） が 取 れ て い る こ と で 、 界 面 活 性 能 を 有 す る と と も に ウ レ ア ー ゼ 活 性 を 阻 害 し 得 る も の
で あ る 。 な お 、 複 数 の 疎 水 性 原 子 団 が 共 有 結 合 で 繋 が れ 、 二 量 体 や 三 量 体 、 オ リ ゴ マ ー 、
ポ リ マ ー 並 び に そ の 誘 導 体 と な っ て い て も 良 い 。 よ り 具 体 的 に は 、 ア ニ オ ン 性 界 面 活 性 剤
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、 カ チ オ ン 性 界 面 活 性 剤 、 両 性 界 面 活 性 剤 、 非 イ オ ン 性 界 面 活 性 剤 、 ラ ジ カ ル 重 合 可 能 な
界 面 活 性 剤 が 挙 げ ら れ 、 こ れ ら の 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も 一 種 を 使 用 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 で ウ レ ア ー ゼ 活 性 を 阻 害 し 得 る 界 面 活 性 剤 と は 、 表 １ に 示 す 組 成 の 試 薬 を 蒸 留 水
に 溶 解 し 、 ｐ Ｈ ５ に 調 製 し た 人 工 尿 に ウ レ ア ー ゼ （ ジ ャ ッ ク ・ ビ ー ン 由 来 ） 濃 度 が １ ｍ ｇ
/Ｌ と な る よ う 接 種 し た も の を 参 照 溶 液 と し 、 こ の 参 照 溶 液 に 、 界 面 活 性 剤 を 加 え な い も
の （ ブ ラ ン ク ） 及 び 界 面 活 性 剤 濃 度 が １ ０ ０ ｍ ｇ /Ｌ と な る よ う に 接 種 し た も の を 、 各 々
三 角 フ ラ ス コ に １ ０ ０ ｍ ｌ ず つ 注 ぎ 、 ゴ ム 栓 で 密 栓 し て 、 ３ ０ ℃ で １ 日 静 置 後 に 人 工 尿 中
の ア ン モ ニ ア 濃 度 （ Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｋ ０ １ ０ ２ 準 拠 　 イ ン ド フ ェ ノ ー ル 青 吸 光 光 度 法 ） を 測 定 し
、 ブ ラ ン ク よ り も ア ン モ ニ ア 濃 度 が 低 い も の を 、 ウ レ ア ー ゼ 活 性 を 阻 害 し 得 る 界 面 活 性 剤
と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ３ 】
ア ニ オ ン 性 界 面 活 性 剤 と し て は 、 ス ル ホ ン 酸 型 又 は 硫 酸 エ ス テ ル 型 界 面 活 性 剤 、 カ ル ボ ン
酸 型 又 は カ ル ボ ン 酸 エ ス テ ル 型 界 面 活 性 剤 、 リ ン 酸 型 又 は リ ン 酸 エ ス テ ル 型 界 面 活 性 剤 な
ど を 挙 げ る こ と が で き 、 こ れ ら の 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も 一 種 を 使 用 す る こ と が で き
る 。 こ の 中 で も ス ル ホ ン 酸 型 又 は 硫 酸 エ ス テ ル 型 界 面 活 性 剤 が 好 ま し い 。 さ ら に ス ル ホ ン
酸 型 界 面 活 性 剤 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ス ル ホ ン 酸 型 界 面 活 性 剤 と し て 、 ジ － ２ － エ チ ル ヘ キ シ ル ス ル ホ 琥 珀 酸 、 ２ － エ チ ル ヘ キ
シ ル ジ フ ェ ニ ル エ ー テ ル ジ ス ル ホ ン 酸 、 ド デ シ ル ス ル ホ ン 酸 、 ド デ カ ン ス ル ホ ン 酸 、 ｎ －
ヘ キ シ ル ベ ン ゼ ン ス ル ホ ン 酸 、 オ ク タ デ カ ン ス ル ホ ン 酸 、 テ ト ラ プ ロ ピ レ ン ベ ン ゼ ン ス ル
ホ ン 酸 、 直 鎖 又 は 分 岐 型 の ド デ シ ル ベ ン ゼ ン ス ル ホ ン 酸 、 ポ リ ナ フ チ ル メ タ ン ス ル ホ ン 酸
、 リ グ ニ ン ス ル ホ ン 酸 、 Ｎ － メ チ ル － Ｎ － ア シ ル タ ウ リ ン 酸 、 ス チ レ ン ス ル ホ ン 酸 、 ポ リ
ス チ レ ン ス ル ホ ン 酸 な ど 、 及 び そ の ア ン モ ニ ウ ム 、 カ ル シ ウ ム 、 ナ ト リ ウ ム 、 カ リ ウ ム な
ど の 塩 が 挙 げ ら れ 、 こ れ ら の 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も 一 種 を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
硫 酸 エ ス テ ル 型 の 界 面 活 性 剤 と し て 、 ド デ シ ル 硫 酸 エ ス テ ル 、 ド デ シ ル ベ ン ゼ ン 硫 酸 エ ス
テ ル 、 オ ク タ デ シ ル 硫 酸 エ ス テ ル な ど 、 及 び そ の ア ン モ ニ ウ ム 、 カ ル シ ウ ム 、 ナ ト リ ウ ム
、 カ リ ウ ム の 塩 が 挙 げ ら れ 、 こ れ ら の 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も 一 種 を 使 用 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ れ ら の 界 面 活 性 剤 の 中 で 、 ポ リ ス チ レ ン ス ル ホ ン 酸 は 安 全 性 に 優 れ て お り 、 特 に 好 ま
し い 。
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【 ０ ０ １ ７ 】
　 　 カ チ オ ン 性 界 面 活 性 剤 と し て は 、 一 級 お よ び 二 級 ア ミ ン 類 の 酢 酸 塩 、 エ ピ ク ロ ロ ヒ ド
リ ン 変 性 物 等 が 使 用 で き る 。 一 級 お よ び 二 級 ア ミ ン 類 と し て は 、 一 般 式 Ｒ 1 Ｎ Ｈ 2 お よ び Ｒ
2 Ｒ 3 Ｎ Ｈ で 表 さ れ 、 Ｒ 1 、 Ｒ 2 、 Ｒ 3 は そ れ ぞ れ 、 同 一 の ま た は 異 な る 炭 素 数 １ ～ ３ ０ の 鎖
状 ま た は 環 状 炭 化 水 素 基 で あ る 。 Ｒ 1 、 Ｒ 2 、 Ｒ 3 と し て は 、 例 え ば メ チ ル 、 エ チ ル 、 プ ロ
ピ ル 、 イ ソ プ ロ ピ ル 、 ア リ ル 、 ブ チ ル 、 イ ソ ブ チ ル 、 ｓ － ブ チ ル 、 ｔ － ブ チ ル 、 ヘ キ シ ル
、 シ ク ロ ヘ キ シ ル 、 オ ク チ ル 、 ２ － エ チ ル ヘ キ シ ル 、 ノ ニ ル 、 デ シ ル 、 ラ ウ リ ル 、 ミ リ ス
チ ル 、 パ ル ミ チ ル 、 ス テ ア リ ル 、 オ レ イ ル 、 フ ェ ニ ル 、 ナ フ チ ル 、 デ ヒ ド ロ ア ビ エ チ ル な
ど の 置 換 基 を 挙 げ る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ の 他 の カ チ オ ン 性 界 面 活 性 剤 と し て は 、 テ ト ラ ア ル キ ル ア ン モ ニ ウ ム ク ロ ラ イ ド 、 ト リ
ア ル キ ル ベ ン ジ ル ア ン モ ニ ウ ム ク ロ ラ イ ド 、 ロ ジ ン ア ミ ン の 酢 酸 塩 及 び エ ピ ク ロ ロ ヒ ド リ
ン 変 性 物 、 モ ノ オ キ シ エ チ レ ン ア ル キ ル ア ミ ン 及 び ポ リ オ キ シ エ チ レ ン ア ル キ ル ア ミ ン を
例 示 す る こ と が で き る 。 本 発 明 に お い て は 、 前 記 カ チ オ ン 性 低 分 子 界 面 活 性 剤 の 一 種 を 単
独 で 使 用 す る こ と も で き る し 、 ま た 、 そ の 二 種 以 上 を 併 用 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 　 両 性 界 面 活 性 剤 と し て は 、 ベ タ イ ン 型 界 面 活 性 剤 、 ア ミ ノ 酸 型 界 面 活 性 剤 、 イ ミ ダ ゾ
リ ン 型 界 面 活 性 剤 、 ア ミ ン オ キ サ イ ド 型 界 面 活 性 剤 を 挙 げ る こ と が で き る 。 　
【 ０ ０ ２ ０ 】
非 イ オ ン 性 界 面 活 性 剤 と し て は 、 例 え ば ポ リ オ キ シ ア ル キ レ ン ア ル キ ル フ ェ ニ ル エ ー テ ル
、 ポ リ オ キ シ ア ル キ レ ン ア ル キ ル エ ー テ ル 、 ポ リ オ キ シ ア ル キ レ ン 脂 肪 酸 エ ス テ ル 、 ポ リ
オ キ シ プ ロ ピ レ ン ポ リ オ キ シ エ チ レ ン グ リ コ ー ル グ リ セ リ ン 脂 肪 酸 エ ス テ ル 、 ソ ル ビ タ ン
脂 肪 酸 エ ス テ ル 、 ポ リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル 脂 肪 酸 エ ス テ ル 、 ポ リ オ キ シ エ チ レ ン ソ ル ビ タ
ン 脂 肪 酸 エ ス テ ル 、 シ ョ 糖 脂 肪 酸 エ ス テ ル 、 ペ ン タ エ リ ス リ ト ー ル 脂 肪 酸 エ ス テ ル 、 プ ロ
ピ レ ン グ リ コ ー ル 脂 肪 酸 エ ス テ ル 、 脂 肪 酸 ジ エ タ ノ ー ル ア ミ ド 、 及 び ポ リ オ キ シ プ ロ ピ レ
ン ポ リ オ キ シ エ チ レ ン グ リ コ ー ル が 挙 げ ら れ る 。 本 発 明 に お い て は 、 前 記 非 イ オ ン 性 界 面
活 性 剤 の 一 種 を 単 独 で 使 用 す る こ と も で き る し 、 ま た 、 そ の 二 種 以 上 を 併 用 す る こ と も で
き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 前 記 ラ ジ カ ル 重 合 可 能 な 界 面 活 性 剤 は 、 一 般 に 反 応 性 乳 化 剤 と 称 さ れ 、 分 子 中 に 疎 水 基
、 親 水 基 及 び 炭 素 － 炭 素 二 重 結 合 を 有 す る 化 合 物 で あ る 。 前 記 炭 素 － 炭 素 二 重 結 合 を 有 す
る 化 合 物 は 、 例 え ば 、 （ メ タ ） ア リ ル 基 、 １ － プ ロ ペ ニ ル 基 、 ２ － メ チ ル － １ － プ ロ ペ ニ
ル 基 、 イ ソ プ ロ ペ ニ ル 基 、 ビ ニ ル 基 、 及 び （ メ タ ） ア ク リ ロ イ ル 基 の 官 能 基 を 有 す る 化 合
物 が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 　 こ れ ら の ラ ジ カ ル 重 合 可 能 な 界 面 活 性 剤 と し て は 、 通 常 乳 化 重 合 に 適 用 で き る も の が
使 用 可 能 で あ り 、 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い が 、 具 体 例 と し て 例 え ば 、 分 子 中 に 前 記 官
能 基 を 一 つ 以 上 有 す る ポ リ オ キ シ ア ル キ レ ン ア ル キ ル エ ー テ ル 、 ポ リ オ キ シ ア ル キ レ ン ア
ラ ル キ ル エ ー テ ル 、 ポ リ オ キ シ ア ル キ レ ン フ ェ ニ ル エ ー テ ル 、 ポ リ オ キ シ ア ル キ レ ン モ ノ
ス チ リ ル フ ェ ニ ル エ ー テ ル 、 ポ リ オ キ シ ア ル キ レ ン ジ ス チ リ ル フ ェ ニ ル エ ー テ ル 、 及 び こ
れ ら の ス ル ホ ン 酸 塩 、 硫 酸 エ ス テ ル 塩 、 リ ン 酸 エ ス テ ル 塩 及 び ス ル ホ コ ハ ク 酸 エ ス テ ル 塩
、 分 子 中 に 前 記 官 能 基 を 一 つ 以 上 有 す る ポ リ オ キ シ ア ル キ レ ン ア ル キ ル エ ー テ ル あ る い は
ポ リ オ キ シ ア ル キ レ ン フ ェ ニ ル エ ー テ ル の 脂 肪 族 カ ル ボ ン 酸 塩 及 び 芳 香 族 カ ル ボ ン 酸 塩 、
酸 性 リ ン 酸 （ メ タ ） ア ク リ ル 酸 エ ス テ ル 系 化 合 物 、 ロ ジ ン － グ リ シ ジ ル （ メ タ ） ア ク リ レ
ー ト 系 化 合 物 、 さ ら に は ア ル キ ル ジ フ ェ ニ ル エ ー テ ル ジ ス ル ホ ン 酸 系 化 合 物 、 例 え ば ヘ キ
シ ル ジ フ ェ ニ ル エ ー テ ル ジ ス ル ホ ン 酸 、 デ シ ル ジ フ ェ ニ ル エ ー テ ル ジ ス ル ホ ン 酸 、 ド デ シ
ル ジ フ ェ ニ ル エ ー テ ル ジ ス ル ホ ン 酸 、 ヘ キ サ デ シ ル ジ フ ェ ニ ル エ ー テ ル ジ ス ル ホ ン 酸 お よ
び そ れ ら の ナ ト リ ウ ム 塩 、 カ リ ウ ム 塩 等 の ア ル カ リ 金 属 塩 や ア ン モ ニ ウ ム 塩 等 を 例 示 で き
る 。 本 発 明 に お い て は 、 前 記 重 合 性 基 を 有 す る 界 面 活 性 剤 の 一 種 を 単 独 で 使 用 す る こ と も
で き る し 、 ま た そ の 二 種 以 上 を 併 用 す る こ と も で き る 。
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【 ０ ０ ２ ３ 】
　 吸 水 材 と し て は 、 吸 水 性 の あ る 高 分 子 吸 水 性 樹 脂 、 吸 水 性 パ ル プ 、 パ ル プ モ ー ル ド 、 紙
、 布 、 セ ル ロ ー ス ビ ー ズ 、 多 孔 質 ビ ー ズ 、 シ リ カ ゲ ル な ど で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
高 分 子 吸 水 性 樹 脂 と し て は 、 ポ リ ア ク リ ル 酸 塩 系 、 ア ク リ ル 酸 と ア ク リ ル 酸 ナ ト リ ウ ム の
共 重 合 物 、 澱 粉 と ア ク リ ル 酸 グ ラ フ ト 化 物 な ど を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
防 臭 材 は 、 吸 収 材 を 主 な 原 料 と し 、 本 発 明 の 防 臭 剤 の 他 に 、 消 臭 機 能 を 有 す る 微 生 物 製 剤
、 本 発 明 の 効 果 を 害 さ な い 範 囲 で 抗 菌 剤 、 香 料 な ど の 添 加 物 を 含 有 す る 紙 オ ム ツ 、 布 オ ム
ツ 、 生 理 用 品 、 ペ ッ ト 用 尿 吸 収 シ ー ト な ど を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 消 臭 能 を 有 す る 微 生 物 製 剤 と は 、 消 臭 能 を 有 す る 微 生 物 １ 種 又 は ２ 種 以 上 そ の も の 、 そ
の 微 生 物 の 培 養 物 そ の も の 、 そ の 微 生 物 の 培 養 液 そ の も の 、 そ の 微 生 物 の 培 養 液 又 は 培 養
物 を 乾 燥 さ せ た も の な ど を い う 。 こ の 中 で も 、 ク リ ス テ ン ゼ ン 尿 素 培 地 で ４ 時 間 培 養 さ れ
た と き に 斜 面 全 体 が 赤 変 し な い 、 す な わ ち 強 陽 性 で は な い も の が 好 ま し く 、 さ ら に 好 ま し
く は ク リ ス テ ン ゼ ン 尿 素 培 地 で 弱 陽 性 の も の 、 一 層 好 ま し く は ク リ ス テ ン ゼ ン 尿 素 培 地 で
陰 性 で あ り 尿 素 の 加 水 分 解 に よ る ア ン モ ニ ア 発 生 を 促 進 し な い も の が 好 ま し く 、 微 生 物 の
増 殖 、 活 動 に 伴 っ て し 尿 中 の ア ン モ ニ ア 濃 度 が 低 下 す る 微 生 物 を 含 有 す る こ と が 好 ま し い
。 　 具 体 的 に は 、 星 光 Ｐ Ｍ Ｃ 株 式 会 社 の 微 生 物 製 剤 Ｏ Ｄ － １ ０ １ 、 Ｏ Ｄ － １ ０ ６ 、 Ｏ Ｄ －
１ ０ ７ 、 Ｏ Ｄ － １ ０ ９ が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 　 ウ レ ア ー ゼ 活 性 を 阻 害 し 得 る 界 面 活 性 剤 を 使 用 す る 防 臭 方 法 と し て は 、 ウ レ ア ー ゼ 活
性 を 阻 害 し 得 る 界 面 活 性 剤 を 防 臭 材 に ス プ レ ー し た り 、 吸 水 材 に 内 包 さ せ る な ど し て 防 臭
す る こ と が で き る 。 ま た 、 ウ レ ア ー ゼ 活 性 を 阻 害 し 得 る 界 面 活 性 剤 の 添 加 量 に つ い て も 特
に 制 限 は な く 、 任 意 の 添 加 量 で 使 用 で き る が 、 ０ ． ０ １ ～ １ ０ ０ ｇ /シ ー ト １ 枚 ・ １ ０ ０
ｇ が 好 ま し い 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 以 下 に 、 実 施 例 及 び 比 較 例 を 挙 げ て 本 発 明 を よ り 詳 細 に 説 明 す る 。 な お 、 本 発 明 は 以 下
の 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
実 施 例 １ ～ １ ０ 、 比 較 例 １ ～ ６ ：
　 　 本 発 明 の ウ レ ア ー ゼ 活 性 を 阻 害 し 得 る 界 面 活 性 剤 に よ る 防 臭 能 力 を 、 ア ン モ ニ ア の 発
生 量 に よ っ て 評 価 を 行 っ た 。 な お 、 評 価 に あ た っ て は 、 表 ２ に 示 す 組 成 の 試 薬 を 蒸 留 水 に
溶 解 し 、 ｐ Ｈ ５ に 調 製 し た 人 工 尿 に ウ レ ア ー ゼ （ ジ ャ ッ ク ・ ビ ー ン 由 来 ） 濃 度 が １ ｍ ｇ /
Ｌ と な る よ う 接 種 し た も の を 参 照 溶 液 （ 比 較 例 ６ ） と し 、 こ の 参 照 溶 液 に 、 ウ レ ア ー ゼ 活
性 を 阻 害 し 得 る 界 面 活 性 剤 濃 度 が １ ０ ０ ｍ ｇ /Ｌ と な る よ う に 接 種 し た も の を 、 試 験 溶 液
１ ～ １ ０ （ 実 施 例 １ ～ １ ０ ） と し た 。 ま た 、 ウ レ ア ー ゼ 活 性 を 阻 害 し 得 る 界 面 活 性 剤 に 代
え て 、 ウ レ ア ー ゼ 活 性 を 阻 害 し な い 界 面 活 性 剤 を 用 い る 以 外 は 同 様 に し て 接 種 し た も の を
対 照 溶 液 １ ～ ５ （ 比 較 例 １ ～ ５ ） と し た 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
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【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ １ 】
＜ ア ン モ ニ ア の 発 生 量 の 測 定 方 法 ＞
　 試 験 溶 液 １ ～ １ ０ 、 対 照 溶 液 １ ～ ５ お よ び 参 照 溶 液 を 、 各 々 三 角 フ ラ ス コ に １ ０ ０ ｍ ｌ
ず つ 注 ぎ 、 ゴ ム 栓 で 密 栓 し て 、 ３ ０ ℃ で １ 日 静 置 後 に 人 工 尿 中 の ア ン モ ニ ア 濃 度 （ Ｊ Ｉ Ｓ
　 Ｋ ０ １ ０ ２ 準 拠 　 イ ン ド フ ェ ノ ー ル 青 吸 光 光 度 法 ） を 測 定 し た 。 結 果 を 表 ３ に 示 す 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 表 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ３ 】
参 照 溶 液 （ 比 較 例 ６ ） 、 対 照 溶 液 １ ～ ５ （ 比 較 例 １ ～ ５ ） で は ア ン モ ニ ア が 生 成 し た が 、
試 験 溶 液 １ ～ １ ０ （ 実 施 例 １ ～ １ ０ ） で は ア ン モ ニ ア の 発 生 が 防 止 さ れ 、 ウ レ ア ー ゼ 活 性
を 阻 害 し た こ と が 明 ら か で あ る 。 こ の よ う に 効 果 的 に ウ レ ア ー ゼ 活 性 を 阻 害 し 得 る 界 面 活
性 剤 は 胃 潰 瘍 な ど の 治 療 薬 に 用 い て 効 果 が あ る こ と は 明 ら か で あ る 。
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